
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）繰 入 金 ）

　一般財源

 決　　算　　額（B）
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 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

・末端用排水路の改修　4.2km

・遊休荒廃化が防止された農地面積　3,700ha
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H26
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H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

－

－

合計 72,477 60,595

94km

4.2km 4.2km 達成

達成2,352ha 3,700ha 3,815ha

60,211

・土地改良区等が事業主体として行う、かんがい排水施設整備等に対して助成を行い、農産物の安定生産と維持管理の軽減を図る。

 　「第2期長野県食と農業農村振興計画」における期間内整備目標（H25～H29）

　　　　農業用水の安定供給及び排水機能が確保される農地面積 20,000ha

・土地改良区等が管理するかんがい排水施設には、老朽化に伴い機能低下したものや更新時期を迎えた施設が多数存在する。

・農業水利施設の適切な維持管理の観点から計画的な補修、更新整備が必要であり、土地改良区等からの補助要望は多い。

成果目標の達成状況

項目

末端用排水路改修

延長

遊休荒廃化防止

面積

末端農業水利施設

の整備延長
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課

部局 農政部

2 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 S42 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

土地改良区等は財政基盤が弱く、国庫補助対象外の施設について、県の支援が必要。

土地改良事業等補助金交付要綱

課・室 農地整備課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail nochi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-3 夢に挑戦する農業

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

１．農業用用排水施設整備 補助

末端用排水路の改修　41地区　4.2km

（交付先：土地改良区）

72,477 60,595 60,211

73,200 72,477 60,211

11,882

合計（A) 101,376 72,093

4.2km

25年度25年度25年度25年度 26年度

11,273

当初予算 61,591

補正予算 38,975

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

84,473 72,477

概　算

人件費

4.40 4.00 3.60 3.60

-

90,093 84,473 60,595

-

97,170 84,473 72,477 72,093

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・平成26年度も引き続き、末端用排水路の改修を進め、農地の遊休荒廃化を防止する。

・平成27年度以降も、緊急度、影響度などを考慮し、採択地区を厳選する中で、土地改良区の要望に応えていきたい。

目標に対

する成果

の状況

・計画的な補修、更新整備により、末端用排水路改修延長及び遊休荒廃化防止面積の目標を達成した。

 概算事業費（B（A）+C） 90,093 84,473 60,595 72,093
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前年度繰越 810

4,206


